
(57)【要約】

【課題】１画素あたりの面積の制約を受けることなく、

黒レベルの表示におけるデータ書き込み時の応答速度を

改善すること。

【解決手段】電流注入により発光する有機ＥＬ素子１０

と、ゲート端子、ソース端子、ドレイン端子を備え、ゲ

ート端子とソース端子との間に印加される、所定の駆動

閾値よりも高い電位差に応じて有機ＥＬ素子１０を制御

するドライバ素子１２と、ドライバ素子１２におけるゲ

ート端子のゲート電位を保持するための蓄積容量１０Ｃ

sとを備え、黒レベルの表示に対応する電流のデータを

書き込む際に、蓄積容量１０Ｃsを介してゲート電位を

変化させ、データ書き込み電流を増加させる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 流 注 入 に よ り 発 光 す る 発 光 手 段 と 、
　 少 な く と も 第 １ 端 子 お よ び 第 ２ 端 子 を 備 え 、 前 記 第 １ 端 子 と 前 記 第 ２ 端 子 と の 間 に 印 加
さ れ る 、 所 定 の 駆 動 閾 値 よ り も 高 い 電 位 差 に 応 じ て 前 記 発 光 手 段 を 制 御 す る ド ラ イ バ 手 段
と 、
　 前 記 ド ラ イ バ 手 段 の 第 １ 端 子 の 電 位 を 保 持 す る た め の 蓄 積 容 量 手 段 と 、
　 黒 レ ベ ル の 表 示 に 対 応 す る 電 流 の デ ー タ を 書 き 込 む 際 に 、 前 記 蓄 積 容 量 手 段 を 介 し て 前
記 第 １ 端 子 の 電 位 を 変 化 さ せ る 制 御 手 段 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 蓄 積 容 量 手 段 の 一 端 に 接 続 さ れ た 書 き 込 み 制 御 線 を 備 え 、 前 記 制 御 手 段 は 、 黒 レ ベ
ル の 表 示 に 対 応 す る 電 流 の デ ー タ を 書 き 込 む 際 に 、 前 記 書 き 込 み 制 御 線 の 電 位 を 変 化 さ せ
て 、 前 記 蓄 積 容 量 手 段 を 介 し て 前 記 第 １ 端 子 の 電 位 を 変 化 さ せ 、 デ ー タ 書 き 込 み 電 流 を 増
加 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ド ラ イ バ 手 段 が ｎ 型 ト ラ ン ジ ス タ で あ る 場 合 、 黒 レ ベ ル の 表 示 に 対 応 す る 電 流 の デ
ー タ を 書 き 込 む 際 に お け る 前 記 書 き 込 み 制 御 線 の 電 位 は 、 前 工 程 に お い て 前 記 発 光 手 段 を
発 光 さ せ る 際 の 前 記 書 き 込 み 制 御 線 の 電 位 よ り も 高 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請
求 項 ２ に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ド ラ イ バ 手 段 が ｐ 型 ト ラ ン ジ ス タ で あ る 場 合 、 黒 レ ベ ル の 表 示 に 対 応 す る 電 流 の デ
ー タ を 書 き 込 む 際 に お け る 前 記 書 き 込 み 制 御 線 の 電 位 は 、 前 工 程 に お い て 前 記 発 光 手 段 を
発 光 さ せ る 際 の 前 記 書 き 込 み 制 御 線 の 電 位 よ り も 低 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請
求 項 ２ に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 書 き 込 み 制 御 線 は 画 素 ラ イ ン 毎 に 共 通 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 書 き 込 み 制 御 線 は 全 画 素 に 対 し て 共 通 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 書 き 込 み 制 御 線 は 各 画 素 に 対 し て 個 別 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 工 程 に お い て 前 記 発 光 手 段 を 発 光 さ せ る 際 の 前 記 書 き 込 み 制 御 線 の 電 位 と 、 黒 レ ベ ル
の 表 示 に 対 応 す る 電 流 の デ ー タ を 書 き 込 む 際 に お け る 前 記 書 き 込 み 制 御 線 の 電 位 と の 電 位
差 δ Ｖ rは 全 画 素 に 対 し て 略 等 し い 値 が 付 与 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項
７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 電 位 差 δ Ｖ rは 、 前 記 デ ー タ 書 き 込 み の 際 に 流 れ る 黒 レ ベ ル の 表 示 に 対 応 す る 電 流
値 を ｉ base、 全 て の 画 素 に お け る ド ラ イ バ 素 子 の 移 動 度 に 比 例 し た 値 の 平 均 値 を β aveと
す る と 、 式 （ ２ ｉ base／ ０ ． ５ β ave） 1 / 2 ≦ δ Ｖ r≦ （ ２ ｉ base／ １ ． ５ β ave） 1 / 2 で 示
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 電 位 差 δ Ｖ rは 、 前 記 デ ー タ 書 き 込 み の 際 に 流 れ る 黒 レ ベ ル の 表 示 に 対 応 す る 電 流
値 を ｉ base、 全 て の 画 素 に お け る ド ラ イ バ 素 子 の 移 動 度 に 比 例 し た 値 の 平 均 値 を β aveと
す る と 、 式 （ ２ ｉ base／ ０ ． ９ β ave） 1 / 2 ≦ δ Ｖ r≦ （ ２ ｉ base／ １ ． １ β ave） 1 / 2 で 示
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 前 工 程 に お い て 前 記 発 光 手 段 を 発 光 さ せ る 際 の 前 記 書 き 込 み 制 御 線 の 電 位 と 、 黒 レ ベ ル
の 表 示 に 対 応 す る 電 流 の デ ー タ を 書 き 込 む 際 に お け る 前 記 書 き 込 み 制 御 線 の 電 位 と の 電 位
差 δ Ｖ rは 各 画 素 に 対 し て 個 別 の 値 が 付 与 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 画 像
表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 電 位 差 δ Ｖ rは 、 前 記 デ ー タ 書 き 込 み の 際 に 流 れ る 黒 レ ベ ル の 表 示 に 対 応 す る 電 流
値 を ｉ base、 そ の 画 素 に お け る ド ラ イ バ 素 子 の 移 動 度 に 比 例 し た 値 を β Lと す る と 、 式 （
２ ｉ base／ ０ ． ５ β L） 1 / 2 ≦ δ Ｖ r≦ （ ２ ｉ base／ １ ． ５ β L） 1 / 2 で 示 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 電 位 差 δ Ｖ rは 、 前 記 デ ー タ 書 き 込 み の 際 に 流 れ る 黒 レ ベ ル の 表 示 に 対 応 す る 電 流
値 を ｉ base、 そ の 画 素 に お け る ド ラ イ バ 素 子 の 移 動 度 に 比 例 し た 値 を β Lと す る と 、 式 （
２ ｉ base／ ０ ． ９ β L） 1 / 2 ≦ δ Ｖ r≦ （ ２ ｉ base／ １ ． １ β L） 1 / 2 で 示 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 発 光 手 段 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ３ の い ず
れ か 一 つ に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ド ラ イ バ 手 段 は 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項
１ ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 画 像 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 １ 画 素 あ た り の 面 積 の 制 約 を 受 け
る こ と な く 、 黒 レ ベ ル の 表 示 に お け る デ ー タ 書 き 込 み 時 の 応 答 速 度 を 改 善 す る こ と が で き
る 画 像 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 発 光 層 に 注 入 さ れ た 正 孔 と 電 子 と が 発 光 再 結 合 す る こ と に よ っ て 光 を 生 じ る
機 能 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ （ Electronic Luminescent） 素 子 を 用 い た 画 像 表 示 装 置 が 提 案 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ４ は 、 従 来 の 画 像 表 示 装 置 に お け る １ 画 素 に 対 応 す る 画 素 回 路 の 構 成 を 示 す 図 で あ
る 。 同 図 に お い て 、 画 素 回 路 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ 、 ド ラ イ バ 素 子 ３
、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ 、 ゲ ー ト 信 号 線 ６ 、 ゲ ー ト 信 号 線 ７ 、 ソ ー ス
信 号 線 ８ 、 Ｅ Ｌ 電 源 線 ９ お よ び 蓄 積 容 量 １ Ｃ ｓ を 備 え て い る 。 な お 、 従 来 に お け る 最 初 の
説 明 で は 、 容 量 １ Ｃ t（ 破 線 内 ） は 設 け ら れ て い な い も の と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ は 、 閾 値 電 圧 以 上 の 電 位 差 （ ア ノ ー ド － カ ソ ー ド 間 電 位 差 ） が 生 じ る こ
と に よ り 、 電 流 が 流 れ 、 発 光 す る 特 性 を 有 す る 素 子 で あ る 。 具 体 的 に は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １
は 、 Ａ ｌ 、 Ｃ ｕ 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium Tin Oxide） 等 に よ っ て 形 成 さ れ た ア ノ ー ド 層 お よ び カ
ソ ー ド 層 と 、 ア ノ ー ド 層 と カ ソ ー ド 層 と の 間 に フ タ ル シ ア ニ ン 、 ト リ ス ア ル ミ ニ ウ ム 錯 体
、 ベ ン ゾ キ ノ リ ノ ラ ト 、 ベ リ リ ウ ム 錯 体 等 の 有 機 系 の 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ た 発 光 層 と を
少 な く と も 備 え た 構 造 を 有 し 、 発 光 層 に 注 入 さ れ た 正 孔 と 電 子 と が 発 光 再 結 合 す る こ と に
よ っ て 光 を 生 じ る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ 、 ド ラ イ バ 素 子 ３ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ お よ び ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５
は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 デ ー タ 書 き 込 み 期 間 で は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ お よ び ス イ ッ チ ン グ
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素 子 ５ が オ ン 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ が オ フ と さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ソ ー ス 信 号 線 ８ よ り プ
ロ グ ラ ム 電 流 （ ｉ d） を 流 し た 際 に 、 Ｅ Ｌ 電 源 線 ９ → ド ラ イ バ 素 子 ３ → ス イ ッ チ ン グ 素 子
４ → ソ ー ス 信 号 線 ８ と い う 経 路 で 電 流 ｉ dが 流 れ る 。 ま た 、 ソ ー ス 信 号 線 ８ を 流 れ る 電 流
ｉ dの 値 に 応 じ て 、 ド ラ イ バ 素 子 ３ の ゲ ー ト 電 位 Ｖ Gが 決 め ら れ る 。 す な わ ち 、 蓄 積 容 量 １
Ｃ sに は 、 ゲ ー ト 電 位 Ｖ Gに 応 じ た 電 荷 が 蓄 積 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 つ ぎ の 発 光 期 間 で は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ お よ び ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ が オ フ と さ れ 、 ス
イ ッ チ ン グ 素 子 ２ が オ ン と さ れ る 。 す な わ ち 、 上 記 デ ー タ 書 き 込 み 期 間 に プ ロ グ ラ ム さ れ
た 電 流 と 同 一 の 電 流 ｉ dが 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ に 流 れ る 。 こ こ で 、 デ ー タ 書 き 込 み 期 間 で ソ ー
ス 信 号 線 ８ に 流 す 電 流 ｉ dを 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 蓄 積 容 量 １ Ｃ ｓ に 蓄 積 さ れ る 電 荷 量
が 変 化 し 、 発 光 期 間 で 電 流 ｉ OLが 変 化 し 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ の 輝 度 が 変 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 例 え ば 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ を 黒 レ ベ ル で 表 示 さ せ る 場 合 、 ソ ー ス 信 号 線 ８ を 流 れ る 電 流 ｉ
d（ 黒 レ ベ ル 電 流 ） は 、 １ ． ５ ｎ Ａ か ら ２ ９ ｎ Ａ で あ る 。 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ を 白 レ ベ
ル で 表 示 さ せ る 場 合 、 ソ ー ス 信 号 線 ８ を 流 れ る 電 流 ｉ d（ 白 レ ベ ル 電 流 ） は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 １ の 効 率 や パ ネ ル 輝 度 、 解 像 度 に 依 存 す る が 、 お よ そ 数 １ ０ ０ ｎ Ａ ～ 数 μ Ａ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 っ て 、 プ ロ グ ラ ム 電 流 （ ｉ d） が 小 さ い 黒 レ ベ ル の 表 示 で は 、 ド ラ イ バ 素 子 ３ の 抵 抗
値 と ソ ー ス 信 号 線 ８ に 寄 生 す る 浮 遊 容 量 と の 時 定 数 に よ り 波 形 の な ま り が 生 じ 、 所 定 値 の
電 流 ｉ dに ま で 変 化 す る の に 時 間 が か か る 。 こ れ に よ り 、 従 来 の 画 像 表 示 装 置 で は 、 デ ー
タ 書 き 込 み 期 間 を 長 く し な け れ ば な ら ず 、 応 答 速 度 が 遅 い と い う 問 題 あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 従 来 で は 、 図 １ ４ に 示 し た ド ラ イ バ 素 子 ３ の ゲ ー ト と ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ の ゲ
ー ト と を 容 量 １ Ｃ ｔ （ 破 線 内 ） を 介 し て 接 続 （ 容 量 結 合 ） し 、 応 答 速 度 の 改 善 を 図 る 応 答
改 善 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 応 答 改 善 方 法 に お い て 、 デ ー タ 書 き 込 み 期 間 で は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ お よ び ス イ
ッ チ ン グ 素 子 ５ が オ ン 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ が オ フ と さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ソ ー ス 信 号 線
８ を 電 流 ｉ dが 流 れ る 。 す な わ ち 、 Ｅ Ｌ 電 源 線 ９ → ド ラ イ バ 素 子 ３ → ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４
→ ソ ー ス 信 号 線 ８ と い う 経 路 で 電 流 ｉ dが 流 れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 つ ぎ の 発 光 期 間 で は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ お よ び ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ が オ フ と さ れ 、 ス
イ ッ チ ン グ 素 子 ２ が オ ン と さ れ る 。 こ の 場 合 、 容 量 １ Ｃ ｔ が あ る た め 、 ゲ ー ト 信 号 線 ６ の
電 位 変 化 に 応 じ て 、 ド ラ イ バ 素 子 ３ の ゲ ー ト 電 位 Ｖ Gが 変 化 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 場 合 の ゲ ー ト 電 位 Ｖ Gの 変 化 量 Δ Ｖ Gは 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ の ゲ ー ト ソ ー ス 間 容 量
を Ｃ gsと す る と 、 Δ Ｖ G＝ Δ Ｖ gg× （ Ｃ gs＋ Ｃ t） ／ （ Ｃ gs＋ Ｃ t＋ Ｃ ｓ ） で 表 さ れ る 。 こ
こ で 、 Ｃ tは 、 容 量 １ Ｃ ｔ の 容 量 値 で あ る 。 Ｃ ｓ は 、 蓄 積 容 量 １ Ｃ ｓ の 容 量 値 で あ る 。 Δ
Ｖ ggは 、 ゲ ー ト 信 号 線 ６ の 電 位 変 化 量 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 デ ー タ 書 き 込 み 期 間 と 発 光 期 間 と の 切 り 替 わ り 時 点 に お い て は 、 ゲ ー ト 信 号 線 ６
の 電 位 が 高 く な る た め 、 ド ラ イ バ 素 子 ３ の ゲ ー ト 電 位 Ｖ Gが 上 昇 す る 。 上 昇 値 は ３ つ の 容
量 の 値 に よ り 変 化 し 、 Ｃ gsは 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ５ の サ イ ズ 、 構 成 に よ り 決 め ら れ る た め
、 実 際 に は 、 容 量 １ Ｃ tと 蓄 積 容 量 １ Ｃ ｓ と に よ り 、 変 化 量 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 ド ラ イ バ 素 子 ３ の ゲ ー ト 電 位 の 上 昇 は ド レ イ ン 電 流 の 低 下 を 引 き 起 こ す 。 変 化 量
Δ Ｖ Gに 相 当 す る 分 だ け 、 ド ラ イ バ 素 子 ３ の ド レ イ ン 電 流 が 低 下 す る 。 従 っ て 、 ス イ ッ チ
ン グ 素 子 ２ を オ ン と し て 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ に 流 れ る 電 流 ｉ OLは 、 所 定 の 電 流 値 に 比 べ 小 さ
く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 こ の こ と は 逆 に 、 発 光 期 間 に お い て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ に 所 定 の 電 流 値 の 電 流 を 流 す た め に
は 、 デ ー タ 書 き 込 み 期 間 に お い て ト ラ ン ジ ス タ ３ に 所 定 の 電 流 値 よ り も 大 き な 電 流 ｉ dを
流 す こ と に な る こ と を 示 し 、 蓄 積 容 量 １ Ｃ sが 小 さ い か ま た は 容 量 １ Ｃ ｔ が 大 き く な れ ば
流 す 電 流 ｉ dを よ り 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 蓄 積 容 量 １ Ｃ sを 小 さ く す る と 電 荷 の 保 持 能 力 が 小 さ く な る た め 、 発 光 期 間 で の ド ラ イ
バ 素 子 ３ の ゲ ー ト 電 位 Ｖ Gが 変 化 し や す く な る の で 、 現 実 に は 小 さ く で き な い 。 そ こ で 容
量 １ Ｃ ｔ を 大 き く す る こ と で 、 実 現 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に ソ ー ス 信 号 線 ８ に 流 す 電 流 ｉ dを 大 き く す れ ば 、 ド ラ イ バ 素 子 ３ の 見 か け の
抵 抗 値 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 抵 抗 と ソ ー ス 信 号 線 ８ の 浮 遊 容 量 と の
積 に よ る 時 定 数 が 小 さ く な る こ と か ら 、 デ ー タ 書 き 込 み 期 間 に お い て 、 電 流 ｉ dを 所 定 電
流 値 へ 変 化 す る 時 間 を 短 く す る こ と が で き 、 応 答 速 度 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 ゲ ー ト 信 号 線 ６ の 振 幅 が １ ４ Ｖ の 場 合 に つ い て 、 容 量 １ Ｃ ｔ の 値 を 変 化 さ せ た
時 の ソ ー ス 信 号 線 ８ に 流 す 電 流 ｉ dと 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ に 流 れ る 電 流 ｉ OLと の 関 係 を 図 １ ５
に 示 す 。 容 量 比 （ （ Ｃ gs＋ Ｃ t） ／ （ Ｃ gs＋ Ｃ t＋ Ｃ s） ） が ０ ． ０ ３ の と き 、 ソ ー ス 信 号
線 ８ に 流 す べ き 電 流 ｉ dは 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ に 流 れ る 電 流 ｉ OLの ５ 倍 程 度 と な る 。 更 に 容
量 １ Ｃ tを 大 き く す る と 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ に 流 れ る 電 流 ｉ OLに 対 し て 、 ソ ー ス 信 号 線 ８ に 流
す 電 流 ｉ dの 割 合 が 増 加 す る 。 容 量 比 が ０ ． ８ と な る と ２ ０ ０ 倍 と な る 。 更 に ０ ． ９ ま で
大 き く す る と ５ ０ ０ 倍 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ソ ー ス 信 号 線 ８ に 流 れ る 電 流 ｉ dが 大 き く な る ほ ど 、 ド ラ イ バ 素 子 ３ の 抵 抗 値 が 下 が り
、 所 定 電 流 値 に 変 化 す る の に 要 す る 時 間 が 短 く な る た め 、 黒 レ ベ ル の 表 示 に お い て は 、 容
量 １ Ｃ ｔ の 値 が 大 き い ほ ど 、 デ ー タ 書 き 込 み 時 の 応 答 速 度 の 改 善 に 効 果 が 高 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ４ ０ ６ １ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 の 画 像 表 示 装 置 に お い て は 、 容 量 １ Ｃ tを 大 き く す る ほ ど 、 黒 レ ベ ル 表
示 に お け る デ ー タ 書 き 込 み 時 の 応 答 速 度 の 改 善 に 効 果 が 高 い こ と を 述 べ た 。 こ こ で 、 容 量
１ Ｃ tを 大 き く す る た め に は 、 容 量 １ Ｃ tの 面 積 を 大 き く す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 画 像 表 示 装 置 に お い て は 、 １ 画 素 あ た り の 面 積 に 制 約 が あ る た め
、 お の ず と 、 容 量 １ Ｃ tを 大 き く す る に も 限 界 が あ る 。 従 っ て 、 従 来 の 画 像 表 示 装 置 は 、
理 論 上 の 応 答 速 度 の 改 善 が 望 め る が 、 実 際 に は 、 製 造 上 の 制 約 に よ り 、 黒 レ ベ ル の 表 示 に
お け る デ ー タ 書 き 込 み 時 の 応 答 速 度 が さ ほ ど 期 待 で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 １ 画 素 あ た り の 面 積 の 制 約 を 受 け る こ
と な く 、 黒 レ ベ ル の 表 示 に お け る デ ー タ 書 き 込 み 時 の 応 答 速 度 を 改 善 す る こ と が で き る 画
像 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 電 流 注 入 に よ り 発 光 す る 発
光 手 段 と 、 少 な く と も 第 １ 端 子 お よ び 第 ２ 端 子 を 備 え 、 前 記 第 １ 端 子 と 前 記 第 ２ 端 子 と の
間 に 印 加 さ れ る 、 所 定 の 駆 動 閾 値 よ り も 高 い 電 位 差 に 応 じ て 前 記 発 光 手 段 を 制 御 す る ド ラ
イ バ 手 段 と 、 前 記 ド ラ イ バ 手 段 の 第 １ 端 子 の 電 位 を 保 持 す る た め の 蓄 積 容 量 手 段 と 、 黒 レ
ベ ル の 表 示 に 対 応 す る 電 流 の デ ー タ を 書 き 込 む 際 に 、 前 記 蓄 積 容 量 手 段 を 介 し て 前 記 第 １
端 子 の 電 位 を 変 化 さ せ る 制 御 手 段 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 黒 レ ベ ル の 表 示 に 対 応 す る 電 流 の デ ー タ を 書 き 込 む 際 に 、 蓄 積 容 量 手
段 を 介 し て 第 １ 端 子 の 電 位 を 変 化 さ せ る こ と と し た の で 、 デ ー タ 書 き 込 み 電 流 が 増 加 し 、
従 来 の 容 量 の よ う に 、 １ 画 素 あ た り の 面 積 の 制 約 を 受 け る こ と な く 、 黒 レ ベ ル の 表 示 に お
け る デ ー タ 書 き 込 み 時 の 応 答 速 度 を 改 善 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 に か か る 画 像 表 示 装 置 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お
、 こ の 実 施 例 に よ り こ の 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に か か る 実 施 例 １ に よ る 画 像 表 示 装 置 の １ 画 素 に 対 応 す る 画 素 回 路 の 構
成 を 示 す 図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 画 素 回 路 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ０ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １
１ 、 ド ラ イ バ 素 子 １ ２ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ３ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ４ 、 ゲ ー ト 信 号 線 １
５ 、 ゲ ー ト 信 号 線 １ ６ 、 ソ ー ス 信 号 線 １ ７ 、 書 き 込 み 制 御 線 １ ８ 、 Ｅ Ｌ 電 源 線 １ ９ お よ び
蓄 積 容 量 １ ０ Ｃ sを 備 え て い る 。 な お 、 以 下 で 参 照 さ れ る 各 図 面 に お い て は 、 ス イ ッ チ ン
グ 素 子 、 ド ラ イ バ 素 子 等 の 各 ト ラ ン ジ ス タ に つ い て チ ャ ネ ル （ ｎ 型 ま た は ｐ 型 ） を 明 示 し
て い な い が 、 ｎ 型 ま た は ｐ 型 の い ず れ か で あ り 、 本 明 細 書 中 の 記 載 に 従 う も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 同 図 に お い て 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ０ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ １ 、 ド ラ イ バ 素 子 １ ２
、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ３ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ４ 、 ゲ ー ト 信 号 線 １ ５ 、 ゲ ー ト 信 号 線 １ ６
、 ソ ー ス 信 号 線 １ ７ 、 Ｅ Ｌ 電 源 線 １ ９ お よ び 蓄 積 容 量 １ ０ Ｃ sは 、 図 １ ４ に 示 し た 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 １ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ 、 ド ラ イ バ 素 子 ３ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ 、 ス イ ッ チ ン グ 素
子 ５ 、 ゲ ー ト 信 号 線 ６ 、 ゲ ー ト 信 号 線 ７ 、 ソ ー ス 信 号 線 ８ 、 Ｅ Ｌ 電 源 線 ９ お よ び 蓄 積 容 量
１ Ｃ ｓ に 対 応 し て い る 。 ま た 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ １ 、 ド ラ イ バ 素 子 １ ２ 、 ス イ ッ チ ン グ
素 子 １ ３ お よ び ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ４ は 、 ｐ 型 の ト ラ ン ジ ス タ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 同 図 に お い て は 、 蓄 積 容 量 １ ０ Ｃ sに 接 続 さ れ た 書 き 込 み 制 御 線 １ ８ が 新 た に 設
け ら れ て い る 点 が 、 従 来 の 画 像 表 示 装 置 と 異 な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 つ ぎ に 、 黒 レ ベ ル を 表 示 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 の 動 作 は 、 制 御 手 段 （ 図 示 略
） の 制 御 の 下 で 実 行 さ れ る 。 は じ め に 、 黒 レ ベ ル の 表 示 に あ た っ て 、 図 ２ の デ ー タ 書 き 込
み 期 間 （ １ ） に 対 応 す る デ ー タ 書 き 込 み 動 作 が 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 デ ー タ 書 き 込 み 期 間
（ １ ） で は 、 ゲ ー ト 信 号 線 １ ５ の 電 位 が ハ イ レ ベ ル 、 ゲ ー ト 信 号 線 １ ６ の 電 位 が ロ ー レ ベ
ル 、 書 き 込 み 制 御 線 １ ８ の 電 位 が ロ ー レ ベ ル （ Ｖ Ｌ ） と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 場 合 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ １ が オ フ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ３ お よ び ス イ ッ チ ン グ 素
子 １ ４ が そ れ ぞ れ オ ン と さ れ る 。 こ の 場 合 、 ド ラ イ バ 素 子 １ ２ の ゲ ー ト 電 位 Ｖ gは 、 同 図
に 示 し た （ １ ） 式 で 表 さ れ る 。 （ １ ） 式 に お い て 、 Ｖ DDは 、 Ｅ Ｌ 電 源 線 １ ９ に 印 加 さ れ る
電 源 電 位 で あ る 。 Ｖ Tは 、 ド ラ イ バ 素 子 １ ２ の 駆 動 閾 値 に 対 応 す る 閾 値 電 圧 で あ る 。 ｉ dat
aは 、 後 述 す る （ ２ ） 式 で 表 さ れ る デ ー タ 電 流 で あ る 。 β Lは 、 ド ラ イ バ 素 子 １ ２ に お け る
キ ャ リ ア の 移 動 度 に 比 例 し た 値 （ 以 下 、 移 動 度 パ ラ メ ー タ と 称 す る ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 移 動 度 パ ラ メ ー タ β Lは 、 ド ラ イ バ 素 子 １ ２ （ 例 え ば 、 Ｍ Ｏ Ｓ 　 Ｆ Ｅ Ｔ （ Metal Oxi
de Semiconductor Field Effect Transistor等 の ト ラ ン ジ ス タ ） の チ ャ ネ ル 幅 を Ｗ 、 チ ャ
ネ ル 長 を Ｌ 、 キ ャ リ ア の 移 動 度 を μ eff、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 容 量 を Ｃ oxと す る と 、 つ ぎ の （
Ａ ） 式 で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 β L＝ （ Ｗ × Ｌ ） × μ eff× Ｃ ox　 ・ ・ ・ （ Ａ ）
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 Ｅ Ｌ 電 源 線 １ ９ → ド ラ イ バ 素 子 １ ２ → ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ３ → ソ ー ス 信 号 線 １ ７
→ 電 流 源 ２ ０ と い う 経 路 で 同 図 に 示 し た （ １ ） 式 で 表 さ れ る デ ー タ 電 流 ｉ dataが 流 れ る 。
こ の デ ー タ 電 流 ｉ dataは 、 （ ２ ） 式 で 表 さ れ る 。 （ ２ ） 式 に お い て 、 α は 係 数 で あ り 、 ｉ
baseは 、 黒 レ ベ ル 電 流 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ こ で 、 デ ー タ 書 き 込 み 時 、 書 き 込 み 制 御 線 １ ８ の 電 位 が 、 前 工 程 に お け て 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 １ ０ が 発 光 す る 際 の 書 き 込 み 制 御 線 １ ８ の 電 位 よ り も δ Ｖ r（ 後 に 詳 述 ） 低 い 値 に な っ
て い る た め 、 デ ー タ 電 流 ｉ dataを 大 き く し て も 、 発 光 時 に お い て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ０ に 流 れ
る ｉ OLEDの 電 流 値 を 、 黒 レ ベ ル を 維 持 で き る 値 と す る こ と が で き る 。 本 実 施 例 １ に お い て
は 、 例 え ば 、 図 ８ に 示 し た よ う に 、 ｉ dataを １ ０ μ Ａ に 設 定 し て も 、 黒 レ ベ ル を 維 持 で き
て お り 、 応 答 速 度 を 従 来 の 画 像 表 示 装 置 （ id=1μ Ａ 前 後 、 図 １ ５ 参 照 ） に 比 べ 約 １ ０ 倍 に
高 め る こ と が で き て い る こ と が 判 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 つ ぎ に 、 図 ３ の 発 光 期 間 （ ２ ） に 対 応 す る 発 光 動 作 が 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 発 光 期 間 （
２ ） で は 、 ゲ ー ト 信 号 線 １ ５ の 信 号 が ロ ー レ ベ ル 、 ゲ ー ト 信 号 線 １ ６ の 電 位 が ハ イ レ ベ ル
、 ソ ー ス 信 号 線 １ ７ の 電 位 が ハ イ レ ベ ル 、 書 き 込 み 制 御 線 １ ８ の 電 位 が ハ イ レ ベ ル （ Ｖ Ｈ
） と さ れ る 。 こ こ で 、 書 き 込 み 制 御 線 １ ８ の 電 位 差 δ Ｖ rは 、 （ ３ ） 式 で 表 さ れ る 。 （ ３
） 式 に お い て 、 平 均 移 動 度 パ ラ メ ー タ β aveは 、 上 述 し た 移 動 度 パ ラ メ ー タ β L（ （ ２ ） 式
： 図 ２ 参 照 ） の 平 均 値 で あ る 。 ｉ baseは 、 上 述 し た 黒 レ ベ ル 電 流 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 δ Ｖ rの 値 は 、 次 の よ う に 求 め ら れ る 。 す な わ ち 、 発 光 時 に お け る ド ラ イ バ 素 子 １ ２ の
ゲ ー ト 電 位 Ｖ gは 、 （ ５ ） 式 の 通 り で あ る 。 黒 レ ベ ル を 維 持 す る に は 、 ゲ ー ト 電 位 Ｖ gは Ｖ
DD－ Ｖ Tで あ る 必 要 が あ る 。 従 っ て 、 δ Ｖ r＝ （ ２ × ｉ data／ β L） 1 / 2 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ こ で 、 黒 レ ベ ル を 表 示 す る 際 に 書 き 込 む デ ー タ 電 流 ｉ dataを ｉ baseと 定 義 し て い る た
め 、 δ Ｖ r＝ （ ２ × ｉ base／ β L） 1 / 2 と な る 。 移 動 度 パ ラ メ ー タ β Lは 、 個 々 の ド ラ イ バ 素
子 に よ っ て 値 が 異 な る た め 、 δ Ｖ rの 最 適 値 も 個 々 の 画 素 に よ っ て 異 な る 。 従 っ て 、 理 論
的 に は 各 画 素 に 個 別 に 書 き 込 み 制 御 線 １ ８ を 接 続 し 、 各 画 素 に 異 な る δ Ｖ rを 個 別 に 付 与
す る こ と が 好 ま し い よ う に 思 え る が 、 こ の 場 合 、 制 御 線 １ ８ の 回 路 構 成 が 非 常 に 複 雑 に な
る 上 に 、 駆 動 の 仕 方 も 複 雑 化 す る 。 従 っ て 、 制 御 線 １ ８ を 画 素 ラ イ ン 毎 に 共 通 に 接 続 す る
か 、 あ る い は 、 全 画 素 に 共 通 に 接 続 す る と と も に 、 全 て の 画 素 に 共 通 の δ Ｖ rの 値 を 付 与
す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 全 て の 画 素 に 共 通 の δ Ｖ rの 値 を 付 与 す る 場 合 、 β Lを 各 画 素 共 通 の 値 と す る 必 要 が あ る
た め 、 各 画 素 に お け る 移 動 度 パ ラ メ ー タ β Lを β xに 置 き 換 え る 。 そ の 結 果 、 （ ２ × ｉ base
／ β x） 1 / 2 で あ る 。 β xは 全 て の 画 素 に お け る 移 動 度 パ ラ メ ー タ β の 平 均 値 で あ る β aveが
良 く 、 そ の 場 合 が （ ３ ） 式 で あ る が 、 β xは ０ ． ５ β ave≦ β x≦ １ ． ５ β aveの 範 囲 で あ っ
て も 良 い 。 更 に 好 ま し く は 、 ０ ． ９ β ave≦ β x≦ １ ． １ β aveに 設 定 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 場 合 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ １ が オ ン 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ３ お よ び ス イ ッ チ ン グ 素
子 １ ４ が そ れ ぞ れ オ フ と さ れ る 。 こ れ に よ り 、 Ｅ Ｌ 電 源 線 １ ９ → ド ラ イ バ 素 子 １ ２ → ス イ
ッ チ ン グ 素 子 １ １ → 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ０ と い う 経 路 で 同 図 に 示 し た （ ４ ） 式 で 表 さ れ る 電 流
ｉ OLEDが 流 れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ ４ ） 式 に お い て 、 電 圧 Ｖ sgは 、 ド ラ イ バ 素 子 １ ２ の ソ ー ス － ゲ ー ト 間 の 電 圧 で あ る 。
Ｖ Tは 、 ド ラ イ バ 素 子 １ ２ の 駆 動 閾 値 に 対 応 す る 閾 値 電 圧 で あ る 。 （ ４ ） 式 に お い て 、 α
が １ 、 β aveが β Lで あ る と す る と 、 こ れ ら を 一 番 下 の 式 に 代 入 す る と 、 電 流 ｉ OLEDが ０ と
な り 、 完 全 な 黒 レ ベ ル の 表 示 と さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 こ こ で 、 平 均 移 動 度 パ ラ メ ー タ β aveは 、 図 ４ に 示 し た よ う に 、 画 像 表 示 装 置 に お け る
全 画 素 回 路 に 対 し て テ ス ト 電 流 ｉ testを 書 き 込 み 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ０ を 発 光 状 態 に し て 、
書 き 込 み 制 御 線 １ ８ の 電 位 を 時 間 的 に 変 化 さ せ 、 各 画 素 回 路 に お け る 移 動 度 パ ラ メ ー タ を
算 出 し た 後 、 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ３ お よ び ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ４
が オ ン と さ れ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ １ が オ フ と さ れ る と 、 ソ ー ス 信 号 線 １ ７ に は 、 テ ス ト
電 流 ｉ testが 流 れ る 。 こ の 場 合 、 ド ラ イ バ 素 子 １ ２ の ゲ ー ト 電 位 Ｖ gは 、 （ ６ ） 式 で 表 さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 つ ぎ に 、 図 ６ に 示 し た よ う に 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ３ お よ び ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ４ が オ
フ と さ れ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ １ が オ ン と さ れ る と 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ０ に テ ス ト 電 流 ｉ te
st(t)が 流 れ 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ０ が 発 光 す る 。 こ の 場 合 、 ド ラ イ バ 素 子 １ ２ の ゲ ー ト 電 位
Ｖ gは 、 （ ７ ） 式 で 表 さ れ る 。 （ ７ ） 式 に お い て 、 ｉ testは 、 図 ５ に 示 し た テ ス ト 電 流 ｉ t
estで あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 発 光 時 に 、 書 き 込 み 制 御 線 １ ８ の 電 位 差 δ Ｖ rを 変 化 さ せ 、 電 位 差 δ Ｖ r(t)（ （ ８
） 式 参 照 ） で 黒 レ ベ ル に な っ た 場 合 、 す な わ ち 、 （ ９ ） 式 で 表 さ れ る テ ス ト 電 流 ｉ test(t
)が 、 ０ （ （ １ ０ ） 式 参 照 ） で あ っ て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ０ が 発 光 し な い 場 合 、 当 該 画 素 回 路
の 移 動 度 パ ラ メ ー タ β Lは 、 黒 に な っ た 瞬 間 の δ Ｖ r(t)を 用 い て （ １ １ ） 式 で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 実 際 に は 、 図 ７ の 左 側 に 示 し た よ う に 、 全 画 素 回 路 に つ い て 、 黒 レ ベ ル と な っ た 際 の 電
位 差 δ Ｖ r(t)の 分 布 （ 電 位 差 Ｖ １ ， １ ～ Ｖ ｎ ， ｍ ） が 求 め ら れ る 。 つ ぎ に （ １ １ ） 式 の δ
Ｖ r（ ｔ ） に 各 電 位 差 （ 電 位 差 Ｖ １ ， １ ～ Ｖ ｎ ， ｍ ） と 、 既 知 の テ ス ト 電 流 ｉ testの 値 を
代 入 し て 、 各 画 素 回 路 の 移 動 度 パ ラ メ ー タ β Lを 求 め る 。 こ れ に よ り 、 図 ７ の 右 側 に 示 し
た よ う に 、 全 画 素 回 路 の 移 動 度 パ ラ メ ー タ β Lの 分 布 が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 つ ぎ に 、 移 動 度 パ ラ メ ー タ β Lの 分 布 よ り 、 平 均 移 動 度 パ ラ メ ー タ β aveが 求 め ら れ る 。
具 体 的 に は 、 移 動 度 パ ラ メ ー タ β Lの 分 布 （ β １ ， １ ～ β ｎ ， ｍ ） の 各 値 を 加 算 し 、 加 算
結 果 を 全 画 素 回 路 の 数 （ サ ン プ ル 数 ） で 除 算 し た も の が 平 均 移 動 度 パ ラ メ ー タ β aveと し
て 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 実 施 例 １ に よ れ ば 、 黒 レ ベ ル の 表 示 に 対 応 す る 電 流 の デ ー タ を 書
き 込 む 際 に 、 蓄 積 容 量 １ ０ Ｃ sを 介 し て ド ラ イ バ 素 子 １ ２ の ゲ ー ト 電 位 Ｖ gを 変 化 さ せ 、 デ
ー タ 書 き 込 み 用 の 電 流 ｉ dataを 増 加 さ せ る こ と と し た の で 、 従 来 の 容 量 の よ う に 、 １ 画 素
あ た り の 面 積 の 制 約 を 受 け る こ と な く 、 黒 レ ベ ル の 表 示 に お け る デ ー タ 書 き 込 み 時 の 応 答
速 度 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 さ て 、 前 述 し た 実 施 例 １ に お い て は 、 図 １ に 示 し た 回 路 の 構 成 例 に つ い て 説 明 し た が 、
図 ９ に 示 し た 回 路 の 構 成 例 と し て も よ い 。 以 下 で は 、 こ の 構 成 例 を 実 施 例 ２ と し て 説 明 す
る 。 図 ９ は 、 本 発 明 に か か る 実 施 例 ２ に よ る 画 像 表 示 装 置 の １ 画 素 に 対 応 す る 画 素 回 路 の
構 成 を 示 す 図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 画 素 回 路 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ４ ０ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子
４ １ 、 ド ラ イ バ 素 子 ４ ２ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ ３ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ ４ 、 ゲ ー ト 信 号 線
４ ５ 、 ゲ ー ト 信 号 線 ４ ６ 、 ソ ー ス 信 号 線 ４ ７ 、 書 き 込 み 制 御 線 ４ ８ 、 Ｅ Ｌ 電 源 線 ４ ９ お よ
び 蓄 積 容 量 ４ ０ Ｃ sを 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ こ で 、 同 図 に お い て 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ４ ０ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ １ 、 ド ラ イ バ 素 子 ４ ２
、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ ３ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ ４ 、 ゲ ー ト 信 号 線 ４ ５ 、 ゲ ー ト 信 号 線 ４ ６
、 ソ ー ス 信 号 線 ４ ７ 、 書 き 込 み 制 御 線 ４ ８ 、 Ｅ Ｌ 電 源 線 ４ ９ お よ び 蓄 積 容 量 ４ ０ Ｃ sは 、
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図 １ に 示 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ０ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ １ 、 ド ラ イ バ 素 子 １ ２ 、 ス イ ッ チ ン
グ 素 子 １ ３ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ ４ 、 ゲ ー ト 信 号 線 １ ５ 、 ゲ ー ト 信 号 線 １ ６ 、 ソ ー ス 信 号
線 １ ７ 、 書 き 込 み 制 御 線 １ ８ 、 Ｅ Ｌ 電 源 線 １ ９ お よ び 蓄 積 容 量 １ ０ Ｃ sに 対 応 し て い る 。
ま た 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ １ 、 ド ラ イ バ 素 子 ４ ２ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ ３ お よ び ス イ ッ チ
ン グ 素 子 ４ ４ は 、 ｎ 型 の ト ラ ン ジ ス タ で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 さ て 、 前 述 し た 実 施 例 ２ に お い て は 、 図 ９ に 示 し た 回 路 の 構 成 例 に つ い て 説 明 し た が 、
図 １ ０ に 示 し た よ う に 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ １ お よ び ゲ ー ト 信 号 線 ４ ６ を 設 け な い 構 成 例
（ 実 施 例 ３ ） と し て も よ い 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 さ て 、 前 述 し た 実 施 例 １ に お い て は 、 図 １ に 示 し た 回 路 の 構 成 例 に つ い て 説 明 し た が 、
図 １ １ に 示 し た カ レ ン ト ミ ラ ー 型 の 回 路 の 構 成 例 と し て も よ い 。 以 下 で は 、 こ の 構 成 例 を
実 施 例 ４ と し て 説 明 す る 。 図 １ １ は 、 本 発 明 に か か る 実 施 例 ４ に よ る 画 像 表 示 装 置 の １ 画
素 に 対 応 す る 画 素 回 路 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 画 素 回 路 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
６ ０ 、 ド ラ イ バ 素 子 ６ １ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ６ ２ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ６ ３ 、 ド ラ イ バ 素 子
６ ４ 、 ゲ ー ト 信 号 線 ６ ５ 、 ゲ ー ト 信 号 線 ６ ６ 、 ソ ー ス 信 号 線 ６ ７ 、 書 き 込 み 制 御 線 ６ ８ 、
Ｅ Ｌ 電 源 線 ６ ９ 、 電 流 源 ７ ０ お よ び 蓄 積 容 量 ６ ０ Ｃ sを 備 え て い る 。 ド ラ イ バ 素 子 ６ １ と
ド ラ イ バ 素 子 ６ ４ と は カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 を 構 成 し て い る 。 ま た 、 ド ラ イ バ 素 子 ６ １ 、 ス
イ ッ チ ン グ 素 子 ６ ２ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ６ ３ お よ び ド ラ イ バ 素 子 ６ ４ は 、 ｐ 型 の ト ラ ン ジ
ス タ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 つ ぎ に 、 黒 レ ベ ル を 表 示 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 は じ め に 、 黒 レ ベ ル の 表 示 に あ た
っ て 、 図 １ ２ の デ ー タ 書 き 込 み 期 間 （ １ ） に 対 応 す る デ ー タ 書 き 込 み 動 作 が 行 わ れ る 。 す
な わ ち 、 デ ー タ 書 き 込 み 期 間 （ １ ） で は 、 ゲ ー ト 信 号 線 ６ ６ の 電 位 が ロ ー レ ベ ル 、 ゲ ー ト
信 号 線 ６ ５ の 電 位 が ロ ー レ ベ ル 、 書 き 込 み 制 御 線 ６ ８ の 電 位 が ロ ー レ ベ ル （ Ｖ Ｌ ） と さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 場 合 、 ド ラ イ バ 素 子 ６ ４ の ゲ ー ト 電 位 Ｖ gは 、 前 述 し た （ １ ） 式 で 表 さ れ る 。 こ の
と き 流 れ る デ ー タ 電 流 ｉ dataは 、 前 述 し た （ ２ ） 式 で 表 さ れ る 。 こ こ で 、 デ ー タ 書 き 込 み
時 に 流 れ る デ ー タ 電 流 ｉ dataは 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 図 ８ に 示 し た よ う に 、 １ ０ μ Ａ
も 流 れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 つ ぎ に 、 図 １ ３ の 発 光 期 間 （ ２ ） に 対 応 す る 発 光 動 作 が 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 発 光 期 間
（ ２ ） で は 、 ゲ ー ト 信 号 線 ６ ６ の 信 号 が ハ イ レ ベ ル 、 ゲ ー ト 信 号 線 ６ ５ の 電 位 が ハ イ レ ベ
ル 、 ソ ー ス 信 号 線 ６ ７ の 電 位 が ハ イ レ ベ ル 、 書 き 込 み 制 御 線 ６ ８ の 電 位 が ハ イ レ ベ ル （ Ｖ
Ｈ ） と さ れ る 。 こ こ で 、 書 き 込 み 制 御 線 ６ ８ の 電 位 差 δ Ｖ rは 、 前 述 し た よ う に （ ３ ） 式
で 表 さ れ る 。 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ６ ０ を 流 れ る 電 流 ｉ OLEDは 、 （ ４ ’ ） 式 で 表 さ れ る 。 こ
こ で 、 κ は 、 ド ラ イ バ 素 子 ６ １ と ド ラ イ バ 素 子 ６ ４ の そ れ ぞ れ の チ ャ ネ ル 幅 を Ｗ ａ 、 Ｗ ｂ
お よ び チ ャ ネ ル 長 を Ｌ ａ 、 Ｌ ｂ と し た と き に 、 κ ＝ （ Ｗ ｂ ／ Ｌ ｂ ） ／ （ Ｗ ａ ／ Ｌ ａ ） で 表
さ れ る 。 ま た 、 ド ラ イ バ 素 子 ６ １ の ゲ ー ト 電 位 Ｖ gは 、 前 述 し た よ う に 、 （ ５ ） 式 で 表 さ
れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 画 像 表 示 装 置 は 、 黒 レ ベ ル の 表 示 に お け る 応 答 速 度 の 改
善 に 対 し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る 実 施 例 １ に よ る 画 像 表 示 装 置 の １ 画 素 に 対 応 す る 画 素 回 路 の 構 成
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を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 実 施 例 １ に お け る デ ー タ 書 き 込 み 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 実 施 例 １ に お け る 発 光 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 実 施 例 １ に お け る 平 均 移 動 度 パ ラ メ ー タ β aveの 求 め 方 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 実 施 例 １ に お け る 平 均 移 動 度 パ ラ メ ー タ β aveの 求 め 方 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 実 施 例 １ に お け る 平 均 移 動 度 パ ラ メ ー タ β aveの 求 め 方 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 実 施 例 １ に お け る 平 均 移 動 度 パ ラ メ ー タ β aveの 求 め 方 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 実 施 例 １ に お け る デ ー タ 電 流 ｉ dataと 電 流 ｉ OLEDと の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に か か る 実 施 例 ２ に よ る 画 像 表 示 装 置 の １ 画 素 に 対 応 す る 画 素 回 路 の 構 成
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に か か る 実 施 例 ３ に よ る 画 像 表 示 装 置 の １ 画 素 に 対 応 す る 画 素 回 路 の 構
成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に か か る 実 施 例 ４ に よ る 画 像 表 示 装 置 の １ 画 素 に 対 応 す る 画 素 回 路 の 構
成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 同 実 施 例 ４ に お け る デ ー タ 書 き 込 み 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 同 実 施 例 ４ に お け る 発 光 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 従 来 の 画 像 表 示 装 置 の １ 画 素 に 対 応 す る 画 素 回 路 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 従 来 の 画 像 表 示 装 置 に お け る ソ ー ス 信 号 線 に 流 す 電 流 と 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 流 れ る
電 流 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 １ ０ 　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
　 １ ２ 　 ド ラ イ バ 素 子
　 １ ８ 　 書 き 込 み 制 御 線
　 １ ０ Ｃ s  蓄 積 容 量
　 ４ ０ 　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
　 ４ ２ 　 ド ラ イ バ 素 子
　 ４ ０ Ｃ s  蓄 積 容 量
　 ６ ０ 　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
　 ６ １ 　 ド ラ イ バ 素 子
　 ６ ４ 　 ド ラ イ バ 素 子
　 ６ ０ Ｃ s  蓄 積 容 量

10

20

30

(10) JP 2006-11094 A 2006.1.12



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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